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＜連絡事項＞

・皮膚科で午前中作業を抜ける場合は、OTスタッフに連絡すると午後に変更できるので事前に連絡をしてください。

・明日か明後日で西病棟Aユニットへ20歳女性の方が入院予定となっています。

・大上　なみ様～ご家族様、インフルエンザの予診察表持参しています。ワクチン接種チェック表のファイルへ入れてあります。

＜田名部Dr診察情報＞

・若松　千代治様～幻聴や幻視は継続していると話しています。下痢や嘔気はないが便秘時腹痛があると話すためモサプリドクエン酸錠(5)　1×夕食後に3日分処方となりました。
・犹守　佑太様～任意入院へ切り替えをしています。

・高橋　義明様～不調についての訴えはありません。幻聴はあり「大分良いようにな
ると聞こえます。」と話しています。リスペリドンＯＤ錠が中止と　なりました。
・石井　幸子様～調子は良く、デイにも慣れてきたと話しています。デイでの面白いプログラムはないが、知り合った人と話すのは楽しいと。デイへの道が砂利道のため行くのがつらいとも話していました。臨時薬は同内容で7日分処方となりました。
・中村　美奈子様～現飲酒要求はないと話しています。入院時の頭部CTをおこなっていないため11/8頭部ＣＴ施行の指示出ています。臨時薬は同内容にて7日分処方となり次回より定期処方となります。
・泉川　ケイ子様～作業室へ毎日行くのはまだ辛いため、作業導入は様子見となる。ボルタレンが効かないと訴えあるが、処方は変わらず経過観察となっています。皆と同じように出来ないため、笑われたり仲間外れにされているような感じがすると訴え聞かれています。
・成田　賀枝様～足を引きずるように診察室へ入っている。調子について下肢痛と便
秘を訴え涙を流しながら退院したいことを話しています。吐気は続いている為ナウゼリンは継続。また、シンラックがなくなったため、1本処方となっています。
・大光　雄人様～胃部不快感は軽減してきており、食事も少しずつ摂れるようになっている。今回の外泊について心配する様子みられています。不調時は強迫症状出ないが、良くなると人を刺してしまうのではないかと不安に感じる、憂鬱感はないが緊張感はあると話す。フルボキサミン中止し、アナフラニール(10)1Ｔ1×朝食後に処方変更となっています。
＜皮膚科＞

・續石　啓介様～仙骨部の褥瘡は改善傾向。処置は同内容にて継続となっています。

　　　　　　　　アズノール1本処方されています。

・沼端　恵子様～白癬は著変なく同処置継続となっています。

　　　　　　　　テルビナフィン塩酸塩クリーム1本処方となりました。

・佐々木　睦子様～右耳後部は改善してきており同処置継続です。

　　　　　　　　　デルモゾールDP軟膏1本処方されています。

・坂本　のり子様～テルビナフィン塩酸塩軟膏1本処方されています。

・夏坂　浩美様～尾骨部の潰瘍部はゲンタマイシン軟膏＋ガーゼ保護の指示が出ました。ゲンタマイシン軟膏2本処方されています。
・伊藤　雄一様～湿疹は改善してきていますが擦過傷みられています。処置は同内容で継続となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～プログラムは参加していますが後半は疲労感を訴え見学していま

す。不調の訴えはないが妄想発言聞かれています。

・松永　勘五郎様～作業には参加していますが皮膚科終了後に再度作業に行くことは拒否しています。特に不調の訴えはありません。

・船田　泰子様～夜間2時に不眠を訴え頓服薬を希望しましたが時間を伝え服用せず

再入眠しています。日中は洗濯物を行っていますが自室で過ごすこ

とが多いです。下肢痛訴え頓服薬を1回使用しています。夫の病状

について家族に確認を行ってください。

・大光　雄人様～朝食は2/3ほど摂取し診察後に外泊に出ています。帰院時、家族へインフルエンザ実施について、外泊中の様子について確認してください。外泊中の様子が良ければ退院についての確認もしてください。
・渡邊　愛希様～日中は自室で日記を記入し他者交流はありません。身体不調の訴えもありません。

・松川　順子様～身体が動かない、具合が悪いと訴えています。朝食は数口、昼食は2/3摂取しています。服薬は自らこないため自室へ持っていき服用しています。振戦も見られているため引き続き精神症状の観察と適宜レストラン誘導をしていきましょう。
・田端　希依子様～「たばこを吸うとさみしくなって帰りたくなる。午前は気分が落

ち込んでいる」と訴え聞かれていますが、朝食後は表情穏やか

で洗濯を行うなど活動的に過ごしています。プログラム導入に

なっておらず臥床していること多いため、体調をみながら体育

館をウォーキングするなど活動を促していきましょう。

・夏坂　浩美様～プログラムには参加しています。尾骨部の心配をしていますが幻聴　　　についての訴えはありません。
・阿部　文香様～活動参加中、男性患者様がジロジロ見てニヤニヤしたと言い頭部を叩く様子みられています。その後も特定男性患者様にイライラしていますが距離を保つようにし粗暴行為はなく経過しています。振り返りを行っていますが「頭が良くなると思って叩いた」など理由が変わっています。引き続き精神症状の観察と距離を保つようにしていきましょう。

・長谷川　陽一様～M,S様T,Y様のどちらかが煙草を盗ったと話し表情硬く不機嫌さみられています。午後もイライラ感訴え活動参加せず臥床し過ごしています。主治医へ報告し不穏時リスペリドン内用液（1）1P

　　　　　　　　　5回分処方となっています。

＜田名部Dr退院支援委員会＞

・犹守　佑太様～本日入院形態の切り替えをしています。北病棟が空き次第移動予定となっています。また、自己服薬管理を行うため服薬ボードの購入依頼を家族へしています。
・石井　幸子様～引き続きデイケアの体験利用をしていきましょう。

・中村　美奈子様～アルプロⅢ期に入ったら徐々に退院の準備をすすめていきましょ

う。

＜医療安全委員会より＞

・上半期の事故内容の確認、対策を検討しています。

